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２０１３．１２．１　水俣学通信 第３４号

２　（国際フォーラム報告）充実した内容の第２回環境被害に関する国際フォーラムが終了す

《 国際フォーラム報告 》

はじめに

　９月５日～８日に開催した第２回環境被害に関する
国際フォーラムは、国内外から延べ約４５０名の参加を得
て、成功裏に終了した。海外からカナダ、タイ、韓国、
中国、台湾の５つの国・地域から２０名、国内から３地
域（新潟、水俣、福島）１０名の方を招待し、参加者が直
面している課題の報告と解決策や教訓化についての討
論を行い、今後の活動の参考になったと評価できる。
現在報告書を作成中であるが、内容の一部を報告する。
フォーラム第１日　セッション１

　冒頭、井戸川克隆氏（前双葉町長）の「フタバから遠
く離れて」という特別講演では、３・１１東日本大震災
直後の福島原発事故で、３月１２日強制的に避難させら
れ、現在も全国各地に分散避難を余儀なくされている
６，５００人の双葉町民の故郷への帰還という切なる思い
と、放射能汚染で帰還困難という現実との葛藤の中で、
日本政府の政策では、未来への展望が持てないという
思いを話された。　
　「被害の全容と地域社会への影響、現地からの実態
報告」では、タイのＮＧＯのペンチョムさんから、タ
イ東部臨海工業地域の公害問題の経過と拡張計画につ
いて、韓国のイ・ユングン医師からは、昨年起きたば
かりのグミのフッ化水素酸流出事故についてビデオ映
像を交えて報告していただいた。台湾のファン先生か
らは、日本統治下から続く台南市の安順塩素アルカリ
工場のダイオキシン類や水銀汚染の被害の現状、中国

のフオ・ダイシャ
ンさんからは、家
族だけで開始し、
淮河の水質改善に
成功した汚染源の
工場排水を摘発す
る住民運動の長い
厳しい闘いの報告
を受けた。

　アジアにおける公害問題の深刻さが改めて浮き彫り
になり、故原田先生や当センターのスタッフが、調査
等で何らかの関係のある地域であり、継続した関わり
の必要性を感じた。
　また、田�、井上、藤本の水俣学研究センターの若
手が、それぞれの研究成果を発表し、水俣の抱える問
題点を海外参加者に伝え、翌日以降の討論に活かされ

たと思う。
フォーラム第２日　セッション２ ， ３

　最初に、淡路先生に「日本の環境問題の現状と課題」
というテーマで特別講演をしていただいた。水俣病、
アスベスト被害の経過を振り返って、福島原発事故の
問題を解決するには、今までの損害論では解決できず、
新たな法的論理を作り出していく必要があるという問
題提起を受けた。
　「被害発生と拡大、被害補償と住民の闘い」、「現状か
ら将来への展望」という２つのテーマで、国内外の被
害者、支援者、研究者がそれぞれの立場で、取組みの
報告と問題提起を行った。水俣病被害者互助会の佐藤
英樹さんや谷洋一さんからは、５０年経っても水俣病被
害者への補償問題は解決されていない、国や熊本県は
本年４月の最高裁判決を受け入れようとしないという
報告があった。新潟の斎藤医師からも、新潟でも同じ
ように問題は解決していない、国は水俣病の判断基準
を変えようとしないという指摘があった。水俣病問題
をどのように教訓化していくべきか、参加者の抱えて
いる課題との共通点が整理されたと考えられる。
　福島県飯館村の酪農家である長谷川さんから、高濃
度の放射能汚染で、牧場の再建をあきらめざるを得な
い状況の中で、どのように生活を立て直していけばよ
いのか、先の見えない状況を淡々と報告していただい
た。福島原発事故の被害者救済に取り組んでいる福田
弁護士から、被災者支援法は成立したが、国は１年以
上にわたって、行動計画を策定せず、避難者を放置し
たままであるという指摘があった。海外からの参加者
から、福島の現状に対する素朴かつ率直な質問がたく
さん出され、国際的な情報発信の必要性を感じた。
　高橋記念ホールでの２日間のセッションは、合計１７
時間に及び、日本語から英語は同時通訳、他言語から
は逐次通訳が入り、長丁場で、参加者の頭の中は混乱
したかもしれない。しかし、１９７２年のストックホルム
での国連の人間環境会議以降、４０年が経過しても、世
界で公害、環境問題が解決できず、多くの課題を抱え
ていることが浮き彫りになったと思う。
　その中で、どのように問題を解決していくのか、特
に、福島原発事故による放射能汚染については、日本
がどのように解決するのか、我々の努力が、世界から
注目されていることを肌で感じられたことは、国際
フォーラムの成果だと思う。

充実した内容の第２回環境被害に関する
国際フォーラムが終了す

中 地 重 晴国際フォーラム実行委員会事務局長
（水俣学研究センター研究員）

タイ：ペンチョムさんの報告
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（国際フォーラム報告）水俣での研究討論と国際交流盛会　３

　人口２万７千人の水俣には、外国からたくさんの訪

問者がある。我々もよく受け入れているが、ＪＩＣＡの

研修をはじめ様々な研修、研究者たちの視察、国水研

での会議などがあり、水俣の人たちにとっては海外の

人びとが来ても大騒ぎすることではないみたいだ。と

はいえ今回は少し特別。アジア４カ国・地域に加えて

カナダから、研究者・ＮＧＯ・被害住民がやってきた

のだ。２００６年の国際フォーラムから７年、水俣病の失

敗の教訓を国際的視点から問い直し、世界に発信しよ

うというもので、あらためて水俣を見直そうというも

のだった。

水俣でのエクスカーション

　国際フォーラムは、３日目から水俣に舞台を移し、

海外や福島からの参加者に、水俣病患者と交流、水俣

を知ってもらうツアーを行った。招聘者と当センター

関係者だけでのエクスカーションで、まずは、袋の南

里食堂で一同腹ごしらえ。坪谷に田中実子さんを訪ね

ようと考えたが３０人を超える人数で、フィールドワー

クは患者の暮らしを乱すことがあってはならないこと

を説明し港側からお宅を眺めて、解説。水俣病の原点

ともいわれる第一号患者宅であるだけに大事な場所だ。

その後、おれんじ館で水俣病患者との交流・意見交換。

次いで水俣市立水俣病資料館、水俣学現地研究セン

ターを訪問。水俣という場所が、１０万人ともそれ以上

ともいわれる水俣病被害者を出し、また水銀の眠る広

大な埋め立て地が厳然と存在する地であることを肌身

で感じてもらえたと思う。こんな土地は他にはない。

患者の報告と国際的討論：フォーラム第３日

　国際フォーラムの３日目は、日曜日ということもあ

り、患者たちや市民に加えて、全国からも多くの参加

者があり、会場のもやい館ホールは超満員になった。

中地教授が翌月に迫った国際水銀条約の締結を前に、

この条約の意味と問題点を指摘し、水俣からの教訓を

いかに踏まえるべきか提起。次に熊本には間に合わな

かったカナダのカウチスキー教授が、先住民水俣病の

発生している地域以外の先住民居住地域でも水銀汚染

が広がっており、なお調査が必要なことを報告。その

後、地元水俣から坂本フジエさん、新潟から近四喜男

さんのお二人の水俣病患者が自らを語り、海外からの

参加者の心

を打った。

　午後から

は「水俣病・

失敗の教訓

を将来に活

かす」とい

うまとめの

パネル討論。

各国からの

招聘者が改めて簡単な提起をした後、一般参加者から

の意見も続出し、被害者の闘いを孤立させないために

は、専門家や支援のＮＧＯ、市民団体との協力が重要

であること、アジアの工業開発による公害、環境被害

を繰り返さないためには、国際的に連携して取り組ま

ないといけないなどの意見が出された。

交流会も盛り上がった

　最後に２０１３水俣宣言を決議して閉会し、会場を移し

て最後の交流会。あらせ会館では、それぞれの国や地

域から挨拶。フォーラムだけでは語り足りなかったの

か、みなさん、真剣に各国の状況を語り続ける。一通

り挨拶が終わったころ、水俣勢が五木の子守唄を合唱

し、一気に雰囲気が変わる。中国からの住民代表フオ

ダイシャンさんは、文化大革命時期に学齢期であった

ためほとんど勉強していないといいつつ古典を引用し

て語り、促されてマイクを握りアカペラで中国の歌。

美声は今も耳に残っている。タイの人たちはお祭りの

歌を歌い、みんな立ち上がって、列を作って踊った。

こうして夜も更け、無事最終日を終えた。

　英語を共通言語としない、住民たちが自分のことば

で語る、と決めて始めた国際会議であった。ヘッド

フォンで通訳を聞いている分には聞いても聞かなくて

もいいが、ウィスパリングでそばに通訳がついている

と、通訳している側も聞いている側もさぼれない。長

くなるとかなりハードだ。研究者、ＮＧＯ、被害住民

を交え、同一平面で議論し、交流し、国際発信すると

いう我々の試みは、多くの人びとの協力で大きな成果

を上げることができた。今回の密度の濃い国際フォー

ラムは、確実に水俣を学術的にも草の根的にも世界に

発信することができ大きな成果をあげた。

《 国際フォーラム報告 》

水俣での研究討論と国際交流盛会

花 田 昌 宣国際フォーラム実行委員長
（水俣学研究センター長）

水俣市もやい館：パネル討論
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水俣学現地研究センター長 宮 北 隆 志

４　（報告）タイにおける調査・研究・実践活動の今後～水俣の教訓を海外に発信し、共に考え、行動し、将来につなぐ～

　今年４月、文科省科学研究費助成事業の基盤研究（Ｂ）
（海外学術調査）として、「タイ東部臨海地域における工
業化・地域社会の変容と健康の社会的決定要因に関す
る研究」が採択されました。水俣学研究センターでは、
２００６年に２人の客員研究員（ＥＡＲＴＨのペンチョム氏、
ＥｎＬＡＷのダルニー氏）をタイから受け入れて以降、タイ
とのつながりが深まり、２００８年に、タイの東部臨海工
業地帯を主なフィールドとする調査研究（マプタプット
（ＭＴＰ）プロジェクト）に着手し、２００９年以降は、トヨタ
財団アジア隣人プログラム、更には、同財団社会的コ
ミュニケーションプログラムの助成を受けて、タイ、
並びにミャンマーなど隣接諸国をも視野に入れた取り
組みを進めてきた経緯があります。
　今回は、今年８月末に、ペンチョム氏が事務局長を
務めるＥＡＲＴＨの事務所で、ＥｎＬＡＷのメンバーを
含めて行った今後の調査研究の進め方についての予備
的会議の一端と、バンコク滞在中に開催された、Ｔｈｅ 
Ｓｅｃｏｎｄ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ａｎｎｕａｌ Ｇｌｏｂａｌ ａｎｄ Ｒｅｇｉｏｎａｌ 
Ｓｔｕｄｉｅｓ Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ、並びに、Ｔｈａｉ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｅｘｐｏ 
２０１３の概要について報告します。

　「持続可能な社会の実現のためのグローバル研究と
リージョナル研究の統合」をテーマとした第２回国際
シンポは、チュラロンコン大学のスリチャイ教授を核
とする実行委員会の主催で、８月２６日、２７日の両日に
開催された。議論の軸は、①社会科学と自然科学の統
合を通して、様々な要因が複雑に絡み合った“地域の、
地域を超えた、更には、グローバルな課題”の解決の
ための教育・情報／知識の共有・学際的研究の深化に
向けた方策、②市民社会、行政、国際的機関などを
パートナーとして、持続可能な地域社会の評価と再構
築に寄与しうる教育・研究プログラムのありかた、③
また、そのようなプログラムを実践するために必要な

大学改革のありかた、の３点である。参加者は、チュ
ラロンコン大学の平和と紛争学、アジア研究、社会研
究などの研究所の研究員（大学院生を含む）に、インド、
ブルネイ、マレーシア、インドネシア、ミャンマー、
日本など海外からの参加者を加えて３０名程で、アット
ホームな雰囲気で報告と議論が行われた。
　バンコクの中心部サイアムのセントラルワールドに
おいて、８月２３日から２７日にかけて開催されていたタ
イ・リサーチ・エクスポ ２０１３への参加は予定外のもの
であった。前日になってペンチョム氏から提案があり、
「有害化学物質汚染」をメインテーマとして、ナレスワ
ン大学のブースでプログラムされていたいくつかの
セッションの１つ「環境汚染サイトの現状と修復」を
課題とするセッションにパネリストとして参加した。
セッションでは、まず、７月２７日にＭＴＰ工業団地か
ら２０ｋｍの地点で起きたパイプラインからの重油流出
事故の現状について、現場に張り付いて状況を記録し
ているグリーンピースのルーリリット氏とナレスワン
大学のタナポン氏からの報告があった。また、日本
（とりわけ、水俣）での経験についての報告を求められた
私の方からは、水俣湾の汚染と水俣病事件の経緯と現
状、また、暫定的措置としての水俣湾埋め立て事業の
課題について報告し、ペンチョム氏からの補足発言を
踏まえた形で、フロアの聴衆も含めて、「初期対応の重
要性と中長期的な汚染サイトのモニタリングと修復の
あり方」についての意見交換がなされた。
　タイでの調査研究の今後についての議論は、
ＥＡＲＴＨのペンチョム、ダワン、ムー各氏、ＥｎＬＡＷの
スラチャイ氏らと２５日、２７日に行った。ＭＴＰプロ
ジェクトについては、工業団地に隣接し、大気汚染に
よって移転を余儀なくされたパン・ピタヤカーン中学
校と周辺コミュニティを対象として、地域に根差した
参加型の調査・研究を継続することが、また、東北タ
イ・ルーイの金鉱山開発問題については、血中シアン、
並びに、血中
水銀値の高い
住民にター
ゲットを絞っ
た家族・生活
調査を行う方
向で準備を進
めることが確
認された。

《 報 告 》

タイにおける調査・研究・実践活動の今後
～水俣の教訓を海外に発信し、共に考え、行動し、将来につなぐ～

タイ・リサーチ・エクスポ ２０１３

第２回国際シンポ（チュラロンコン大学）
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（報告）福島県における福祉環境学フィールドワークⅡに参加して　５

　本フィールドワークは、東日本大震災から約２年４

カ月が経過した平成２５年７月２８日から７月３１日の４日

間、福島県を中心に震災および原発事故後の現状を知

ることを目的として、現地で被災された方々、復興に

向け活動されている方々との交流・意見交換を主たる

内容として構成された。日頃、保健師教育に携わって

いる私は、特に、原発事故後の「避難」、長期に亘る

「復興」について多くを考えさせられる有意義なフィー

ルドワークとなった。

　まず、何のために「避難」するのか（させるのか）と

考えた場合、それは、災害によって生命や健康が脅か

されることを回避するためであろう。しかし、東日本

大震災後の福島の場合、地震・津波の打撃を受けた混

乱の中で、しかも、原発事故を全く想定していない状

態で、原発事故が起こった。そのため、放射線量をモ

ニタリングできず、放射性物質は生態学的なリスクを

実感しにくいため、避難の決断が困難を極めたことは

想像に難くない。２０１３年現在、わが国には５４基の原子

炉が存在し、全国で福島と同様の事故が起こらないと

言い切れない今日、社会レベルで「空間線量および食

品に含まれる放射性物質をモニタリングできるシステ

ム」そして個人レベルで「曝露を回避する知恵・スキ

ル」を強化することが必要であろう。また、今回の震

災・原発事故後、外部からの支援が全く入らなくなっ

たという事実を知ると、自分達あるいは地域ぐるみで

助け合うこと、つまり、「自助」「共助」の仕組みづく

りが避難の判断とその後の行動のために必要不可欠で

あると考える。

　次に、放射能汚染による長期の「復興」が、誰のた

めになされるのかということであるが、住み慣れた土

地を愛し、そこで暮らし続けたいと思っている住民の

ためである。そうであるとすれば、もっと住民と対話

をすべきであるし、除染活動に動き出している住民－

専門家の協働組織といった多様な住民活動と行政（市・

県・国）は、連携・協働するべきではないかと考える。

　本来であれば、原発に頼る電力消費大国となった時

点から、わが国全体に放射性物質の危険性と付き合っ

ていく覚悟と備えが必要であったのだと思う。　

　お話を聞かせていただく途中涙されるなど、被災か

ら２年以上たった今も、人々の心の傷が深いことを痛

感させられる場面が多くあった。しかし、復興をめざ

し活動している人々は決して希望を失ってはいないこ

とも知った。南相馬ダイアログで住民活動を牽引して

いる高橋美加子氏の「もしかしたらこの地は、核の時

代を生きる希望を、生きぬくという希望を、紡ぎだす

という大きな使命を与えられたのかもしれません。」

という言葉に、復興への情熱と人間の底力を感じ、そ

して、被災地の現実を知り無力感に苛まれていた私自

身が、勇気を頂いたように思う。

　今回のフィールドワークでは、地震・津波のみなら

ず原発被害に曝された地域の復旧・復興への道のりは

遠く、特に放射性物質がもたらした課題が山積してい

る現状を目の当たりにした。そこで、「放射性物質と

付き合う覚悟」「自然災害・人的災害に備えること」

の困難さと重要性を痛感させられた。だからこそ、こ

れから、福祉・医療に関わる人材育成を担うものとし

て、社会を担う一人間として、「放射性物質と付き合

う覚悟」の重要性を伝え、「自然災害・人的災害に備え

る」ために何をすべきかを考え、行動していきたいと

考える。

　最後に、多くの示

唆を与えていただい

た諸先生方、つらい

出来事も含め熱心に

これまでの経験、活

動の実際をご教授い

ただいた被災地の皆

様に深く感謝申し上

げたい。

《 報 告 》

福島県における福祉環境学フィールドワークⅡに参加して

社会福祉学研究科社会福祉学専攻
博士後期課程１年 戸 渡 洋 子

飯舘村近隣の除染作業によって撤去した汚染土の山
どこで保管されるかは未定

南相馬ダイヤログとの意見交換会にて
写真中央：高橋美加子氏、右：筆者
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２０１３．１２．１　水俣学通信 第３４号

９月

８月

７月

８　水俣学研究センター今後の予定／水俣学研究センター日録

編　集／熊本学園大学水俣学研究センター　　　発行人／花田　昌宣
連絡先／〒８６２-８６８０ 熊本市中央区大江２-５-１　熊本学園大学水俣学研究センター
　　　　Tel：０９６-３６４-８９１３（ダイアルイン）　 Fax：０９６-３６４-５３２０
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印　刷／ホープ印刷株式会社
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第３４号　２０１３．１２．１

５日　　　ユニセフ「アフリカの日」案内：井上・田�
 （水俣）

　　　　　みなまた地域研究会：佐藤・花田・中地・井
上・田�・田中・山下・大嶽・永野（水俣）

６～７日　日本社会医学会総会シンポジウム「社会的困
難に長年向き合う地域における「生活の質」
と多様な主体による地域運営～公式確認から
５７年目を迎えた水俣病事件と水俣・芦北地域
の再構築」：宮北（東京）

９日　　　健康・医療・福祉相談：下地（水俣）

１０日　　　国際フォーラム実行委員会
１３～１４日　第３０回天草環境会議：花田・藤本・田�
２１日　　　胎児性世代の被害に関するＷＧ：花田・井上・

田�・山下・谷・伊東・平郡（水俣）

２３日　　　健康・医療・福祉相談：下地（水俣）

２４日　　　朝日大学「建学の精神と社会生活」水俣学講
演：花田（岐阜県）

２５日　　　託麻西小学校水俣病講演：花田（熊本）

２６日　　　第３２回九州地区部落解放史研究会特別企画
「半世紀を経た水俣病の今」講演：花田（大分）

２８～３１日　ＦＷⅡ福島調査：花田・中地・宮北・井上・
田�（福島）

２日　　　タイ研究会：宮北・花田・中地・藤本・田�・
井上（大学）

５日　　　水俣・芦北地域戦略プラットフォーム第３４回
課題検討会「水俣の給食牛乳容器を考える」：
藤本・田中（水俣）

８日　　　みなまた地域研究会：花田・田中（水俣）

　　　　　水銀条約を考える会：田�（水俣）

　　　　　韓国緑の忠南２１水俣研修受け入れ、講演「水
俣学入門」：宮北（水俣）

９～１０日　第４回水俣病を伝えるセミナー：花田・井上・
田�・田中（水俣）

２１日　　　国際フォーラム実行委員会
２３～２６日　新潟調査・共同連大会：花田・田�（新潟）

２４～２８日　第２回リージョナル／グローバル研究国際シ
ンポジウム：宮北・吉村（タイ）

２７日　　　健康・医療・福祉相談：下地（水俣）

２８日　　　みなまた地域研究会湧水調査と研究会（荒井章
吾）：花田・井上・田�（水俣）

３０日　　　水銀条約学習会：中地（東京）

２日　　　国際フォーラム実行委員会
５～６日　第２回環境被害に関する国際フォーラム（大学）

７日　　　第２回環境被害に関する国際フォーラム水俣
エクスカーション（水俣）

８日　　　第２回環境被害に関する国際フォーラム（水俣）

１０日　　　第５２回地球研市民セミナー「水俣からＭＩＮＡ
ＭＡＴＡへ」：ジュディ・デ・シルバ、ピーター
カウチスキー、ソア・アトキンヘッド、花田
 （京都）

１４日　　　先住民の証言「カナダ水俣病先住民の証言」：
ジュディ・デ・シルバ、ピーター・カウチス
キー、ソア・アトキンヘッド、花田・井上・
田�（東京）

１５日　　　アイヌ文化フェスティバルに参加と交流：
ジュディ・デ・シルバ、ピーター・カウチス
キー、ソア・アトキンヘッド、花田・井上・
田�（東京）

１８日　　　みなまた地域研究会袋湾調査：田�・山下
（水 俣）

２０日　　　タイセミナー：宮北（東京）

２１～２２日　胎児性世代の被害に関するＷＧ：花田・井上
 （水俣・大学）

２５日　　　あおぞら財団環境保全活動の協働取組推進事
業「公害資料館の連携」に関するヒアリング：
中地（大学）

２６日　　　第１２期水俣学講義①「水俣からのレイトレッ
スン：水俣学への導入」：花田（大学）

　第２回国際フォーラムを多くの方のご協力とご支援に
より無事開催することができました。小さな声・力を結
集させ世界に発信できる機会となり、感謝申し上げます。
 （Ｍ・Ｔ）

編 集 後 記
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○日　時：２０１４年１月１１日（土）　１３：００～１７：００　

　　　　　　　　　　１２日（日）　１０：００～１５：００

○場　所：水俣市公民館（熊本県水俣市浜町２－１０－２６）

○懇親会：１月１１日（土）　１８：３０～　

　　　　　スカイレストランエムズ

　　　　　参加費：男性 ３，１５０円、女性 ２，３００円

詳細は、同封の資料か当センターＨＰをご覧ください。
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